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　４月から市役所の組織の一部が変わり
ました。市役所に遊びに来ていた横田維
武樹くん（横宮町）も早速、不思議に思っ
たようです。皆さんも窓口に行く前に、
ちょっと確認してみましょう。

「
マ
マ
、

　
市
民
協
働
っ
て
な
に
？
」
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市長インタビュー

組織改編2012

しい課は、
　　どんな ？

　市になって初めての新年度。野々市市の10年後を見据えた「第一次総合計画」がスタートしました。
この計画を実行するために、市役所の組織の一部を変更。皆さんと創る野々市市の第一歩です。

　第一次総合計画では、市民を中心とした“ともに創り　ともに育む”「市民協働のまちづくり」
の実現を目指しています。この「協働できる仕組み」を市民の皆さんと共に考え、創り上
げていく窓口として、市民協働課を新設しました。
　「地域のために何かしたい。でも、どうしたらいいんだろう」という皆さんの思いや疑
問を受け捉え、この野々市をより良いまちにしていきたいと思っています。
　また、総務企画課から企画課を独立させたのは、野々市の個性や魅力をより高める
ためです。人気のある特産品やキャラクターはもちろんですが、総合計画に基づく公
共経営のマネジメント力の強化、また、市内の交通を充実させ誰でも行き来しやすい
まちをつくることも、その一つです。
　それから、昨年市になったことで、これまで県が行っていた建築基準法に関す
る確認審査や、都市計画法に関する開発許可などを市で行うことにしました。
そのための建築住宅課です。当面は、建築関係の手続きが主ですが、将来的
には景観や街並みづくりを担当し、より快適な住まいを提供していきます。

　小さな、けれども前向きな気持ちが、いつしか大
きな力になる。東日本大震災から私たちが学んだこ
とです。皆さんにはほんのささいなことからでも、
地域に関わってほしいと願っています。10 年後、今
以上に皆さんの笑顔が輝くまちを目標に、野々市市
をともに育みましょう。

市役所２階15番窓口

■企画情報担当　☎227-6028
総合計画、重要施策の企画、行政
評価、行政改革、広域行政、大学
連携、地域情報化、行政情報化
■交通政策担当　☎227-6118
交通政策、交通運輸、コミュニ
ティバス、新幹線
■地域振興室　☎227-6160
地域資源の発掘と活用、地域特産
品の開発、市キャラクターに関す
ること

企画課� Planning
市役所２階16番窓口

■総務担当　☎227-6026
儀式・褒賞・表彰、境界の変更、
町区の設定、統計情報、統計調査、
国際・国内交流、選挙管理委員会、
自衛官募集
■文書法規担当　☎227-6027
文書管理、告示、条例などの審査、
情報公開、個人情報保護、行政不
服申立、固定資産評価審査委員会
■管理担当　☎227-6057
公有財産、庁舎管理、ふるさと納税

総務課�General Affairs
住民生活部　　 → 市民生活部
住民課　　　　 → 市民課
しあわせ支援課 → 福祉総務課
保健センター　 → 健康推進課

名前が変わりました !

★福祉事務所　☎227-0294
　　（福祉総務課内）　
　生活保護、各種相談

★母子自立支援　☎227-6011
　　（子育てあんしん課内）
　母子の自立支援に関する相談

市制施行に伴い
新しい窓口ができました!

建築住宅課 市民協働課
■市役所１階10番窓口

（建設課と都市計画課の間）

■建築指導担当　☎227-6136
建築確認申請、建築物に関する届出・認定、特
定行政庁業務

■開発住宅担当　☎227-6087
開発許可申請、市営住宅の管理、住宅施策、住
環境整備

■市役所１階26番窓口
（情報交流館カメリア事務所横）

■市民協働担当　☎227-6029
まちづくり基本条例、町内会、ＮＰＯ、ボラン
ティア、男女共同参画

■市民相談担当　☎227-6040
消費生活センター、市民相談、行政相談、公益
通報、人権相談、女性の相談
　
■広報広聴担当　☎227-6056
広報紙の発行、テレビ・ラジオの市広報番組、
報道発表、ホームページの運営、広聴活動、市
勢要覧の発行、パブリックコメント

　４月１日から、特
定行政庁として建築
確認業務などを開始
しました。建築確認
とは、これから建築
しようとする建物などが建築基準法などの法令
に適合しているかどうかを審査する業務です。
これまで県が行っていた事務を引き継ぎ、市の
技術職員が実施することになりました。
　申請者の皆さんが快適で効率的に利用できる
ような窓口サービスを展開し、安全安心なまち
づくりに取り組んでいきます。申請に関する質
問など、お気軽にご相談ください。

　昨年度まで、消費生活に関する疑問やトラブル
の相談は、環境安全課内の消費生活相談窓口で
受けていましたが、４月から市民協働課へ窓口を
移し、名前も「消費生活センター」に変わりました。
　消費生活センターでは、相談ブースを設け相談
者のプライバシーに配慮しています。ちょっとし
た困りごと・悩みごとでも気軽にお越しください。

相談時間　8：30～17：15
（10：00～16：00は消費生活
専門員が対応）
◎電話での相談も可能です
☎227-6054

　市に建築される建物が
法に適合しているかどう
か確認を行う審査業務を
行っています。皆さんが
安全な建物に住んでいた
だけるように一生懸命頑
張ります。

榊原　純道
（建築指導担当）

建築確認業務を始めました！

　男性目線での
男女共同参画事
業、そして市民
協働の要となる
まちづくり基本
条例をつくっていきます。

栗山　剛 主査
（市民協働担当）

消費生活センターを開設！

← 相談ブースは、市民協働課の
すぐ前にあります。

野々市市長

　粟　貴章

榊原　純道 主事
（建築指導担当）
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な
ど
を
整
備
す
る
場
合
、こ
れ
ら
資
機
材
、特

に
防
災
倉
庫
に
対
し
補
助
し
て
は
ど
う
か
。防

災
組
織
を
設
立
し
て
も
、防
災
資
機
材
を
あ
る

程
度
整
備
し
な
く
て
は
機
能
し
な
い
の
で
は

な
い
か
。地
域
の
自
警
団
に
小
型
消
防
ポ
ン
プ

お
よ
び
付
属
品
一
式
の
助
成
が
あ
る
。
さ
ら

に
自
主
防
災
組
織
の
防
災
資
機
材
整
備
は
、水

害
・
雪
害
は
も
と
よ
り
万
一
の
災
害
時
初
期

活
動
に
お
い
て
地
域
住
民
と
自
警
団
・
消
防

団
と
の
連
携
に
も
役
に
立
つ
と
考
え
る
。

Ⓐ
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
や
補
助
要

望
な
ど
を
調
査
し
、現
在
行
っ
て
い
る

自
警
団
へ
の
消
火
用
資
機
材
購
入
補
助
と
一

体
化
さ
せ
る
な
ど
、自
主
防
災
組
織
に
も
補
助

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

Q
市
内
の
公
共
施
設
に
急
速
充
電
設
備
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
公
用
車
を
エ
コ

カ
ー
に
更
新
し
、環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
を
市
民
に
示
せ
。

Ⓐ
充
電
設
備
を
公
共
施
設
に
設
置
す
る
予
定

は
な
い
。公
用
車
の
買
い
替
え
が
必
要
に

な
っ
た
際
に
、エ
コ
カ
ー
導
入
を
検
討
し
た
い
。

認
知
症
ド
ッ
ク
の
助
成
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診

助
成
拡
大
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
議
案

平
成
23
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２
億
２
，５
３
３
万
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

１
５
７
億
６
，０
２
４
万
４
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

富
陽
小
学
校
増
築
・
大
規
模
改

造
工
事
や
、市
制
施
行
に
伴
う
事
務
事
業
の
実

績
、決
算
見
込
み
に
よ
る
調
整
。

平
成
23
年
度
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

３
，７
１
３
万
８
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

43
億
４
，７
４
９
万
８
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

実
績
見
込
み
に
伴
う
保
険
給
付

費
な
ど
に
よ
る
調
整
。

平
成
23
年
度
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

78
万
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を
３
億
４
，３
７
８
万

円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、市
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
条
例
を
制
定
す

る
。

市
総
合
計
画
審
議
会
条
例

総
合
計
画
の
進
捗
状
況
、社
会
情
勢
の
変
化
や
市

民
の
ニ
ー
ズ
の
所
在
を
的
確
に
把
握
し
、必
要
な

見
直
し
に
着
手
で
き
る
よ
う
、総
合
計
画
審
議
会

を
設
置
す
る
。

市
建
築
協
定
条
例

土
地
所
有
者
な
ど
が
一
定
の
区
域
を
定
め
、建
築

な
ど
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
の
協
定
を
締
結

で
き
る
旨
の
手
続
き
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、条
例
を
制
定
す
る
。

市
建
築
関
係
手
数
料
条
例

建
築
基
準
法
な
ど
に
基
づ
く
事
務
な
ど
を
処
理

す
る
た
め
、事
務
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
。

市
建
築
審
査
会
条
例

建
築
審
査
会
の
設
置
、審
査
会
の
組
織
、議
事
お

よ
び
委
員
の
報
酬
な
ど
、建
築
審
査
会
運
営
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
。

Q
廃
棄
物
な
ど
の
処
理
場
を
持
た
な
い
本

市
に
お
い
て
、
歴
史
的
に
縁
が
あ
る
福

島
県
相
馬
市
に
何
か
協
力
で
き
な
い
か
支
援

を
申
し
入
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。市
職
員
を
２

名
ほ
ど
、１
年
程
度
派
遣
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。こ
の
こ
と
は
各
種
分
野
の
業
務

を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
市
に
お
い
て

も
、結
果
と
し
て
災
害
時
に
そ
の
経
験
が
役
立

つ
と
考
え
る
。

Ⓐ
市
制
施
行
以
降
の
業
務
量
の
増
加
に
対

し
て
本
市
の
職
員
の
増
員
は
必
要
最
小

限
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、中
長
期
の
職

員
派
遣
は
現
時
点
で
行
っ
て
い
な
い
が
、今
後

も
本
市
が
で
き
る
こ
と
を
も
っ
て
支
援
の
一

端
を
担
い
た
い
。

Q
各
町
内
会
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組
織

を
立
ち
上
げ
て
い
る
が
、
防
災
資
機
材

相
馬
市
に
市
職
員
派
遣
、
防
災
資
機
材
補
助

辻　

信
行　

議
員

平
成
24
年
度
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

３
億
８
，９
０
０
万
円

平
成
24
年
度
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

21
億
９
，０
０
０
万
円

平
成
24
年
度
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

19
億
６
，５
０
０
万
円

平
成
24
年
度
市
水
道
事
業
会
計
予
算

収
益
的
収
支　

７
億
３
０
０
万
円

資
本
的
収
入　

２
億
３
，０
０
０
万
円

資
本
的
支
出　

６
億
５
０
０
万
円

市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

休
日
勤
務
を
命
ず
る
際
、代
休
日
指
定
の
対
応
を

拡
大
す
る
。

市
職
員
等
旅
費
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

組
織
改
編
に
よ
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

個
人
市
民
税
の
均
等
割
の
標
準
税
率
や
市
た
ば

こ
税
の
税
率
改
正
、退
職
所
得
の
分
離
課
税
に
係

る
所
得
割
控
除
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

県
か
ら
の
事
務
移
譲
に
よ
り
、優
良
宅
地
造
成
認

定
な
ど
の
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
た
め

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

付
金
に
よ
る
増
額
。

平
成
23
年
度
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

５
，０
４
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

20
億
１
，２
０
３
万
１
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

実
績
見
込
み
に
伴
う
支
払
基
金

交
付
金
、介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
に
よ
る
増

額
。

平
成
23
年
度
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

予
算
総
額
を
18
億
３
，６
４
２
万
４
千
円
と
す

る
。（
総
額
の
変
更
な
し
）

■
主
な
内
訳　

受
益
者
負
担
金
や
下
水
道
使
用

料
の
収
入
見
込
み
や
歳
入
補
正
に
伴
う
財
源
更

正
。

平
成
24
年
度
市
一
般
会
計
予
算

予
算
総
額　

１
５
０
億
円

平
成
24
年
度
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

44
億
７
，５
０
０
万
円

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

地
域
主
権
改
革
一
括
法
の
成
立
を
受
け
、移
譲
事

務
を
広
域
事
務
組
合
で
処
理
す
る
た
め
、組
合
規

約
を
変
更
す
る
。

白
山
市
・
野
々
市
市
介
護
認
定
審
査
会
の
共
同

設
置
の
廃
止

４
月
１
日
か
ら
市
介
護
認
定
審
査
会
を
設
置
す

る
こ
と
か
ら
、共
同
設
置
を
廃
止
す
る
。

市
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同
意

田
中
宣
氏（
本
町
６
丁
目
）を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
。

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意

長
田
衞
氏（
三
納
２
丁
目
）を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・ 

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

・ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）

に
関
す
る
意
見
書

市
立
図
書
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例社
会
教
育
法
お
よ
び
図
書
館
法
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
各
委
員
の
委
嘱
基
準
を
規
定

す
る
。

市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
ま
で
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
発
行
を
取

り
や
め
、体
育
施
設
で
利
用
可
能
と
な
る
共
通
回

数
券
を
発
行
す
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
関
す
る
条
例
及
び

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
よ
り
関
係
条
例
お

よ
び
条
例
中
の
用
語
な
ど
を
改
正
す
る
。

市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
料
の
基
準
月
額
を
５
，６
０
０
円
に
改

め
、４
月
１
日
か
ら
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
、

介
護
認
定
審
査
会
を
設
置
す
る
た
め
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
。

市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

道
路
占
用
料
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、都
市
公

園
使
用
料
に
つ
い
て
改
正
す
る
。

市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
防
団
員
の
定
員
を
１
０
５
人
か
ら
１
２
０
人

に
増
員
す
る
。

市
暴
力
団
排
除
条
例

平
成
24
年
第
１
回
市
議
会
　
３
月
定
例
会

議
案
31
件
、
議
会
議
案
３
件
が
、
原
案
ど
お
り

可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
１
件
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

　
市
政
全
般
に
わ
た
り
、辻
、西
本
、平
野
、大
東
、杉
林
、川
、土
田
、岩
見
議
員
の
８
人

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

一 

般 

質 

問

Q
学
校
業
務
の
多
様
化
、
多
忙
化
の
状
況

を
改
善
す
る
た
め
に
、
市
独
自
の
基
準

を
設
け
、市
内
各
小
中
学
校
に
事
務
補
助
員
を

配
置
せ
よ
。

Ⓐ
事
務
職
員
の
配
置
は
県
に
お
い
て
検
討

す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、配
置
基
準

の
見
直
し
を
県
に
要
望
し
た
い
。

エ
コ
カ
ー
並
び
に
急
速
充
電
設
備
の
普

及
促
進
に
つ
い
て

学
校
事
務
員
の
補
助
員
を
配
置
せ
よ

西
本　

政
之　

議
員
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Q
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
は
、
市
民
の
健
康
維
持
と
医
療

費
の
削
減
と
な
る
。松
任
石
川
中
央
病
院
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
診
助
成
の
年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、さ
ら

に
認
知
症
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
も
助
成
せ
よ
。

Ⓐ
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
40
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
検
診
と
40
歳
か
ら
65
歳
を
対

象
と
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
費
用
助
成
の
２
種
類

が
あ
る
。今
後
も
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
受
診
率
向
上
に
向
け
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
た
い
。認
知
症
に
つ
い
て
は
症
状
や
検
査
法

な
ど
市
民
へ
の
教
育
や
啓
発
に
力
を
入
れ
た

い
。

防
災
士
の
育
成
並
び
に
充
実
に
つ
い
て

Q
防
災
士
の
資
格
取
得
を
後
押
し
し
、
共

助
の
要
と
な
る
自
主
防
災
組
織
が
有
効

に
機
能
し
、大
規
模
災
害
に
備
え
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
た
め
に
、市
独
自
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

Ⓐ
県
と
市
の
助
成
に
よ
る
自
主
防
災
組
織

リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
に
よ
り
、25
人
の

防
災
士
が
い
る
。防
災
士
の
意
見
を
さ
ま
ざ
ま

な
防
災
対
策
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、総
合

防
災
訓
練
時
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、訓

練
内
容
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

度
、金
沢
工
業
大
学
の
学
生
に
よ
る
除
雪
奉
仕

の
取
り
組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。小
型
除
雪

機
に
つ
い
て
は
、市
所
有
の
小
型
除
雪
機
を
貸

し
出
し
て
い
る
。

「
腐
ら
な
い
り
ん
ご
」
に
学
ぶ
自
然
栽
培

Q
米
作
り
、
野
菜
作
り
な
ど
青
森
県
の
木

村
明
則
式
自
然
栽
培
で
、
肥
料
・
農

薬
・
除
草
剤
を
使
わ
ず
に
、神
子
原
米
の
ブ
ラ

ン
ド
で
過
疎
地
に
豊
か
さ
を
取
り
戻
し
た
例

か
ら
、国
の
青
年
就
農
給
付
金
の
利
用
を
、当

市
に
も
活
用
で
き
な
い
か
。

Ⓐ
現
在
、本
市
で
対
象
と
な
る
人
は
い
な

い
が
、今
後
も
制
度
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

に
努
め
た
い
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

Q
Ｓ
Ｏ
Ｓ
命
の
バ
ト
ン
、
緊
急
時
の
医
療

情
報
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。
学
校

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
状
況
は
。避
難
所

に
お
け
る
女
性
の
参
画
推
進
を
。備
蓄
品
だ
け

で
な
く
配
布
方
法
な
ど
、避
難
所
の
運
営
な
ど

女
性
の
視
点
を
計
画
的
に
盛
り
込
ん
で
い
る

町
内
会
組
織
と
の
協
力
関
係
を
構
築
し
、団
の

特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

Q
こ
の
春
、医
療
行
為
が
必
要
で
あ
り
、障

害
を
抱
え
る
児
童
が
地
域
の
小
学
校
の

特
別
支
援
学
級
に
入
学
す
る
。認
定
し
た
教
育

委
員
会
に
敬
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、本
市
の

教
育
に
お
け
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

Ⓐ
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
、障
害
の

あ
る
子
ど
も
が
自
立
し
、社
会
参
加
を

す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
養
う
こ
と
と
と
ら

え
、今
後
も
推
進
に
努
め
た
い
。

市
男
性
職
員
の
特
別
休
暇
に
つ
い
て

Q
市
男
性
職
員
が
配
偶
者
の
出
産
を
支
え

た
り
、
出
産
に
係
る
子
や
小
学
校
就
学

前
の
子
を
養
育
す
る
た
め
に
、他
の
自
治
体
に

は
な
く
、民
間
の
手
本
と
な
る
よ
う
な
、休
暇

休
業
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
望
む
。

Ⓐ
本
市
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
お
い

て
妊
娠
、子
育
て
中
の
職
員
へ
の
配
慮
、

男
性
職
員
の
妻
の
出
産
に
対
す
る
支
援
、育
児

休
業
な
ど
取
得
職
員
に
対
す
る
支
援
お
よ
び

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
掲
げ
、さ
ら

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

の
か
。

Ⓐ
医
療
情
報
に
つ
い
て
は
、社
会
福
祉
協

議
会
と
と
も
に
の
の
い
ち
安
心
カ
ー
ド

を
作
成
し
、民
生
委
員
、保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
通
じ
配
布
し
て
い
る
。学
校
に
お
い
て
は
、

学
校
安
全
計
画
に
基
づ
き
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。避
難
所
に

お
け
る
女
性
の
参
画
に
つ
い
て
は
、昨
年
５
月

に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
正
し
た
。ま
た
、地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
も
女
性
の
視
点
を

踏
ま
え
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

集
団
検
診
・
が
ん
検
診
時
の
託
児
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

Q
保
育
マ
マ
の
活
用
は
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
、
病
中

保
育
の
対
応
は
。

Ⓐ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
今

年
度
か
ら
病
後
時
保
育
が
で
き
る
協
力

会
員
を
配
置
し
、病
児
保
育
施
設
や
病
後
児
保

育
施
設
を
あ
わ
せ
、病
気
の
子
ど
も
な
ど
を
受

け
入
れ
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

活
性
化
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

集
に
つ
い
て
は
回
収
を
管
理
す
る
戸
建
て
の

住
民
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、北

部
方
面
の
市
民
の
た
め
に
、
国
道
１
５
７
号

線
以
北
に
24
時
間
利
用
で
き
る
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ⓐ
市
内
２
か
所
目
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

Q
資
源
ご
み
収
集
場
所
が
各
町
内
会
に
１

か
所
と
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

近
年
で
は
収
集
能
力
の
限
界
を
超
え
て
き
て

い
る
。中
で
も
、容
器
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
占
め

る
割
合
が
大
き
く
、収
集
場
所
を
圧
迫
し
て
い

る
。ま
た
、町
内
会
で
の
人
的
配
置
の
困
難
さ

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。資
源
ご
み
な
ど
の
収

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
に
つ
い
て

平
野　

政
昭　

議
員

Q
除
雪
出
動
基
準
を
見
直
せ
。
除
雪
の
た

め
の
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
せ

よ
。小
型
除
雪
機
を
町
内
会
に
配
備
せ
よ
。

Ⓐ
近
隣
自
治
体
も
本
市
と
同
様
に
積
雪
深

に
よ
り
除
雪
路
線
を
指
定
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、早
け
れ
ば
来
年

Q
中
小
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
就
職
支
援
サ

イ
ト
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

Ⓐ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、商
工
団
体
な
ど
と
総
合

連
携
を
深
め
、雇
用
支
援
に
努
め
た
い
。

除
雪
対
策
と
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
小
企
業
と
学
生
を
結
ぶ
雇
用
問
題

大
東　

和
美　

議
員

Q
現
在
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
市
役
所

庁
舎
東
側
の
一
か
所
だ
け
で
あ
る
。
市

民
の
利
便
性
を
考
え
、北
部
地
区
に
新
た
な
エ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
望
む
。

Ⓐ
市
内
２
か
所
目
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

Q
新
市
が
ス
タ
ー
ト
し
、
粟
市
長
が
感

じ
考
え
る
野
々
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
問
う
。

Ⓐ
本
市
の
個
性
や
誇
り
、野
々
市
ら
し
さ

と
と
ら
え
て
い
る
。

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

野
々
市
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー杉林　

敏　

議
員

Q
消
防
団
の
活
性
化
の
重
要
性
に
つ
い
て

消
防
防
災
の
中
核
と
し
て
活
躍
す
る

消
防
団
の
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
を
強
化

し
、施
設
・
設
備
・
装
備
な
ど
の
更
な
る
充
実

を
図
れ
。
地
域
ぐ
る
み
の
活
性
化
が
急
務
で

あ
り
、行
政
と
し
て
積
極
的
に
率
先
し
て
、支

援
・
協
力
を
行
い
、現
状
を
精
査
し
、有
効
か

つ
効
率
的
な
体
制
お
よ
び
緊
急
連
絡
網
な
ど

の
整
備
に
当
た
れ
。緊
急
時
の
連
絡
・
通
信
手

段
と
し
て
の
緊
急
防
災
無
線
の
配
備
な
ど
設

備
の
充
実
化
も
重
要
で
あ
る
。市
の
考
え
を
示

せ
。Ⓐ

消
防
団
の
装
備
の
充
実
や
活
動
支
援
な

ど
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、初
動
体
制
の

強
化
に
向
け
、消
防
団
員
を
増
員
す
る
な
ど
今

後
と
も
防
災
体
制
の
充
実
強
化
、団
員
の
士
気

向
上
の
た
め
、自
警
団
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

Q
行
政
と
は
扇
子
の「
要
」の
部
分
に
あ
た

り
、
扇
状
に
広
が
っ
た
情
報
や
組
織
を

根
本
で
束
ね
、集
約
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
あ
る
と
考
え
る
。行
政
の
責
任
と
し
て
緊
急

性
、重
要
性
の
両
面
か
ら
も「（
仮
）活
動
連
絡

協
議
会
」の
新
年
度
中
の
設
立
を
求
め
る
。目

的
は
各
種
団
体
の
連
携
と
災
害
時
に
お
け
る

役
割
分
担
の
明
確
化
・
共
通
認
識
と
情
報
の

共
有
・
連
絡
体
制
の
構
築
で
あ
る
。ま
た
、有

志
間
の
意
識
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
接
点
の
場
の
提
供
で
あ
る
。

Ⓐ
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
啓
発
活
動
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
平
常
時
に
お
け

る
訓
練
や
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
を
行
い
た
い
。

防
災
体
制
強
化
・
連
絡
協
議
会
設
置
を
求
め
る

川　

哲
郎　

議
員

Q
感
受
性
豊
か
な
子
ど
も
を
育
む
た
め
に

は
先
生
も
感
性
の
豊
か
さ
と
子
ど
も
を

見
守
る
ゆ
と
り
が
必
要
で
あ
る
。子
ど
も
が
暴

れ
て
も
、先
生
は
手
を
出
せ
な
い
こ
と
や
、父

兄
の
干
渉
な
ど
で
先
生
の
環
境
は
抑
制
さ
れ
、

な
え
て
い
る
。先
生
と
し
て
子
ど
も
に
対
し
、

何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
、目
的
と
目
標
を

示
し
、
先
生
が
元
気
、
勇
気
、
や
る
気
を
持
っ

て
教
育
に
臨
め
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

義
務
教
育
の
管
轄
で
あ
る
市
と
し
て
、野
々
市

ら
し
い
教
育
方
針
を
示
せ
。

Ⓐ
教
師
が
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
向
か
い
合
え
る
よ
う
、加
配
教

員
、特
別
支
援
教
育
支
援
員
、教
育
相
談
派
遣

相
談
員
の
配
置
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、子
ど

も
の
健
全
育
成
に
は
保
護
者
や
地
域
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分

担
を
明
確
に
し
、と
も
に
子
ど
も
に
愛
情
を
注

ぎ
育
て
る
と
い
う
、市
民
協
働
の
健
全
育
成
を

目
指
し
た
い
。

Q
防
災
無
線
に
よ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
を
せ
よ
。

Ⓐ
現
在
は
広
報
車
に
よ
る
広
報
、ほ
っ
と

Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル
の
配
信
な
ど
を
活
用
し

て
い
る
。ま
た
、携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル

に
よ
る
情
報
配
信
を
検
討
し
て
い
る
。同
報
系

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
ど
の
シ
ス
テ
ム

が
適
し
て
い
る
か
検
討
し
た
い
。

Q
あ
ら
ゆ
る
災
害
時
、
地
域
の
消
防
団
に

頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
消
防
団
の
誇

り
あ
る
地
位
、待
遇
に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き

か
問
う
。

Ⓐ
団
員
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
、耐

火
性
に
優
れ
た
防
火
服
の
導
入
や
照
明

設
備
を
備
え
た
消
防
ポ
ン
プ
車
を
導
入
す
る

な
ど
、設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、

団
員
の
活
躍
を
周
知
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

Q
七
ヶ
用
水
を
地
域
資
源
と
し
て
有
効
利

用
し
た
既
存
の
小
水
力
発
電
所
の
周
知

と
更
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
は
。

Ⓐ
富
樫
用
水
マ
イ
ク
ロ
発
電
所
を
環
境
教

育
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
教
材
と
し
て
、

現
地
に
Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
啓
発
に

努
め
た
い
。小
水
力
発
電
所
の
ほ
か
、市
役
所

庁
舎
と
野
々
市
小
学
校
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
家
庭
で
手
軽
に
温
泉
を
楽
し
め
る
温
泉

ス
タ
ン
ド
の
存
在
を
周
知
徹
底
す
る
た

め
、温
泉
便
利
帳
を
作
成
し
、市
内
外
の
利
用

促
進
を
図
れ
。

Ⓐ
広
報
や
え
ふ
え
む
・
エ
ヌ
・
ワ
ン
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
ほ

か
、市
民
便
利
帳
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

消
防
、
地
域
資
源
、
教
育
環
境
、
防
災
を
問
う

土
田　

友
雄　

議
員
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い
よ
い
よ
今
年
も
、「
の
の
い
ち 

い

き
い
き
健
診
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

健
診
の
お
知
ら
せ
（
青
色
封
筒
）
が

す
で
に
届
い
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
も
う
中
は
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
か
？

■ 

市
国
民
健
康
保
険
の
受
診
率
は
45
％

　

平
成
20
年
度
か
ら
特
定
健
診
（
40
～

74
歳
の
人
を
対
象
に
し
た
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
注
目
し
た
健
診
）
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
国
が
提
示
し
た

特
定
健
診
受
診
率
の
目

標
を
達
成
で
き
た
か
確
認

す
る
年
で
す
（
野
々
市
市

国
保
の
目
標
値
は
65
％
）。

昨
年
度
の
市
国
保
の
受
診

率
は
45
％
で
す
（
推
定

値
）。
皆
さ
ん
の
力
で
受

診
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

Ⓐ
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
分
割
納
付
に

応
じ
た
り
、地
方
税
法
の
規
定
に
従
い

徴
収
猶
予
を
公
平
、適
正
に
行
っ
て
い
る
。今

後
も
面
談
を
基
本
と
し
可
能
な
限
り
生
活
状

況
の
把
握
に
努
め
る
。

必
修
と
な
る
柔
道
の
事
故
防
止
を

Q
柔
道
の
部
活
な
ど
で
１
１
４
名
も
亡

く
な
り
、
他
に
も
多
く
が
重
い
障
害
を

負
っ
て
い
る
。頭
部
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
時
に
、

頭
の
動
き
に
脳
が
つ
い
て
い
け
ず
、脳
の
静
脈

が
切
れ
て
し
ま
う「
加
速
損
傷
」な
ど
が
原
因

と
さ
れ
て
い
る
。重
大
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

学
校
、教
師
に
事
故
事
例
や
教
訓
・
対
策
を
学

ぶ
機
会
を
保
障
し
、学
校
・
教
師
任
せ
に
し
な

い
よ
う
求
め
る
。

Ⓐ
体
育
教
員
に
対
す
る
研
修
を
実
施
し
、

安
全
な
柔
道
指
導
に
つ
い
て
研
究
を
深

め
、授
業
で
取
り
扱
う
技
を
検
討
す
る
機
会
も

設
け
る
予
定
で
あ
る
。実
際
の
授
業
で
は
地
域

の
指
導
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
、チ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
体
制
を
取
る
な
ど
複
数
で
指
導
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Q
保
険
料
が
５
，６
０
０
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
改
善
さ

れ
る
の
か
。

Ⓐ
介
護
保
険
給
付
費
の
総
額
か
ら
保
険
料

を
算
出
し
た
結
果
、負
担
が
増
加
し
た

も
の
で
あ
り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。高
齢
者
へ
の
ニ
ー
ズ

調
査
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
も
見
込
ん

で
お
り
、介
護
保
険
制
度
に
基
づ
い
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。

消
費
税
増
税
で
く
ら
し
・
経
済
・
財
政
は

Q
家
計
消
費
が
元
気
で
あ
っ
て
こ
そ
の
市

経
済
、市
財
政
で
は
な
い
か
。消
費
税
が

10
％
に
な
る
と
、４
人
家
族
で
年
16
万
円
も
懐

か
ら
消
え
、年
金
削
減
と
医
療
・
介
護
の
負
担

増
で
、く
ら
し
も
市
経
済
も
市
財
政
も
壊
れ
る

と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
は
。

Ⓐ
消
費
税
の
議
論
に
つ
い
て
は
、租
税
法

律
主
義
の
原
則
か
ら
国
会
の
判
断
に
よ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、国
が
責
任
を
持
っ
て
国

民
の
合
意
を
得
る
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え

る
。

税
金
を
払
え
る
よ
う
に
な
る
支
援
を

Q
税
金
の
滞
納
処
理
に
当
た
っ
て
は
、
生

活
の
状
況
を
つ
か
み
、
多
重
債
務
の
整

理
か
ら
始
め
、分
納
相
談
な
ど
、生
活
を
再
建

し
て
税
金
を
納
め
て
も
ら
う
方
が
確
か
な
税

収
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
で
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
か

岩
見　

博　

議
員

３
月
16
日
か
ら
４
月
15
日

■
３
月

16
日 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

19
日 

議
会
運
営
委
員
会　

定
例
会
（
討

論
・
採
決
）

26
日 

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
議
会

 

県
市
町
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
議
会

27
日 

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

28
日 

白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会

29
日 

手
取
川
水
防
事
務
組
合
議
会

■
４
月

９
日 

議
会
運
営
委
員
会

■
第
13
回　

野
々
市
市
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ

　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
月
10
、
11
日　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▽
高
校
生
男
子　

府
県
選
抜
の
部

　

①
金
沢
市
立
工
業
高
校　

②
金
沢
高
校

　

③
光
泉
高
校

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
市
福
祉
基
金
へ

▽
歌
謡
夢
工
房
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
様

 
４
万
１
２
８
１
円

議 

会 

活 

動

大 

会 

結 

果

ご 
寄 

附

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
野
々
市
市
女
性
協
議
会
様 

２
万
円

▽
林　

正
一
様
（
若
松
町
） 

５
千
円

▽
匿
名
の
方 

６
千
円

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

３
月
分
入
札

■ 

住
環
境
整
備
事
業　

横
宮
押
野
線
道
路

改
良
工
事

予
定
価
格　

１
９
９
５
万
円

落
札
価
格　

１
6
２
７
万
５
千
円

落
札
者　

㈱
野
々
市
工
建

■ 

平
成
24
年
度
野
々
市
市
文
化
会
館
舞
台

設
備
管
理
操
作
業
務

予
定
価
格　

１
０
４
５
万
８
千
円

落
札
価
格　

１
０
３
９
万
８
７
８
０
円

落
札
者　

㈱
金
沢
舞
台

入 

札 

結 

果
清水一男　市消防団団長

（本町１丁目）

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
の
発
展
に

努
め
た
と
し
て
、
消
防
庁
長
官
か
ら

永
年
勤
続
功
労
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

消防庁長官から永年勤続功労賞

健 康 通 信

■ 

健
診
で
わ
か
る
こ
と

　

健
診
で
採
血
や
尿
検
査
を
行
う
こ
と

で
、
腎
臓
の
機
能
や
血
液
状
態
か
ら
代

謝
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
他
に
も
肝

臓
や
心
臓
の
状
態
（
心
電
図
）
な
ど
も

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
健
診
の
検
査

項
目
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

昨
年
度
の
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
の
健
診
で
、
下
の
よ
う
な
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
男
性
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上

の
人
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
内
臓
脂
肪

型
肥
満
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

女
性
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
高
血

糖
の
人
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
も
高
値
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は

血
管
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
動
脈
硬
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
内
臓
脂
肪
型

肥
満
が
あ
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
併
発
し
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
な
ど
命
に
係
わ
る
深
刻
な
病
気
に
進

行
し
ま
す
。

■ 

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
大
丈
夫
!?

　

そ
の
他
の
健
診
項
目
も
異
常
を
放
っ
て

お
く
と
血
管
が
傷
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
血
管
が
傷
み
始
め
の
段
階
で
は
、
自

覚
症
状
は
出
ま
せ
ん
。
症
状
が
出
る
頃
に

は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど

の
健
康
障
害
の
段
階
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
健
康
を

守
る
た
め
に
も
健
診
を
受
け
、
ご
自
身
が

ど
の
段
階
に
い
る
の
か
を
是
非
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
！
市
で
は
、
健
診
結
果
に
基

づ
き
、
健
康
相
談
や
訪
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

5
～
7
月
が
集
団
健
診
、
7
～
9
月
が

医
療
機
関
健
診
で
す
。
詳
し
く
は
同
封
の

「
の
の
い
ち
い
き
い
き
健
康
診
査
の
ご
案

内
（
保
存
版
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
◆健康推進課
☎248-3511

の
の
い
ち 

い
き
い
き
健
診
に

行
き
ま
し
ょ
う
！

 

１位 ２位 ３位
40～49歳 悪玉コレステロール 19.30％ 肥満 13.30％ 中性脂肪 10.70％
50～59歳 悪玉コレステロール 31.20％ 中性脂肪 22.90％ 高血糖 20.30％
60～69歳 高血糖 32.10％ 悪玉コレステロール 29.10％ 中性脂肪 17.40％
70～74歳 高血糖 35.00％ 肥満 22.20％ 腹囲 21.40％

１位 ２位 ３位
40～49歳 腹囲 51.40％ 中性脂肪 43.20％ 肝機能 36.90％
50～59歳 腹囲 53.10％ 中性脂肪 36.90％ 肥満 36.20％
60～69歳 腹囲 49.20％ 高血糖 36.50％ 中性脂肪 29.50％
70～74歳 腹囲 54.20％ 高血糖 43.50％ 中性脂肪 29.60％

年代別、健診結果（平成23年度）
（％は基準値を超えた割合）男性

女性

［基準値］
腹囲：男85㎝、女90㎝以上
中性脂肪：150以上
肝機能：ALT（GPT）31以上
肥満：BMI25以上
高血糖：糖尿病境界領域以上
悪玉コレステロール：

LDL140以上

年に一度は
健診で
健康確認
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。市民協働課（☎ 227 − 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の

新しい児童館、遊びに来てね
つばきの郷児童館　開館

　親子が一緒に手作りおもちゃを作る「親子わくわく製作
あそび」が、４月11日㈬、開館したばかりのつばきの郷
児童館で開かれ、６組の親子が参加しました。今回は、ト
イレットペーパーの芯にカラーセロファンを貼った双眼鏡
作り。初めてつばきの郷児童館を訪れたという元谷さんは、

「建物がきれいで気持ち良いですね。また来たいです」と
話しました。つばきの郷児童館では、物作り講座や読み聞
かせ、音楽教室などを開き、大人も子どもも一緒になって
楽しめる場所にしていきたいとしています。

二人乗り、傘差し運転は禁止
自転車りんりんマナーUPキャンペーン

　今年も自転車の安全利用を呼びかけるキャンペーンが、
４月９日㈪に行われました。市交通安全協会や警察など約
70人が参加し、野々市・布水中学校前、金沢工業大学前、
堀内町交差点の４カ所で街頭指導をしました。このうち工
大前では学生らも街頭に立ち、マナー違反などに対し声か
けしました。２年生の坂田さんは「イヤホンをしての運転
は見ていて危なっかしい。自分も気を付けようと思いまし
た」と改めて安全運転の意識を高めていました。この日は、
市防犯協会も協力し、自転車盗難防止も呼びかけました。

　４月９日㈪、市内小中学校で入学式が行われ、小学生
478人、中学生433人が新たに学校生活をスタートさせま
した。菅原小学校では、上林校長が「元気にあいさつをす
る、自分の事は自分でする、先生や友達の話をしっかり聞
く、たくさん本を読む、の４つの約束をしましょう」と式
辞。また、在校生代表の６年の岡田侑奈さんは「これから
仲良く、楽しい学校にしていきましょう」と歓迎のあいさ
つをしました。式後、新入生たちはそれぞれの教室に向か
い、担任の先生から学校生活の注意を聞いていました。

ピカピカの一年生、期待に胸膨らませ
市内小中学校入学式

いざというときに備え、連携強化
春季火災防ぎょ訓練

　３月25日㈰、春の火災防ぎょ訓練がマルエー押野店で
行われ、従業員、押野自警団員、市消防団員、消防署員な
ど約150人が参加しました。訓練は、２階休憩室から出火。
建物内に延焼拡大し、東側のグループホーム新生に飛び火
のおそれがあるとの想定で、初期消火、来客者の避難誘導、
消防機関による放水が行われました。
　訓練後、粟市長は「いつ何時、何が起こるか分からない。
いろいろなことを想定して安全確保に努めて欲しい」と講
評しました。

ようこそ、野々市へ
大学出張窓口（転入届）の開設

　市内大学の新入生を対象とした転入届の出張窓口が、３
月31日㈯、４月２日㈪には金沢工業大学で、４月12日㈭
には県立大学で開かれました。これは、大学生にも心身と
もに「野々市人」になってほしいと行っているもので、４
年目となる今年は、併せて302人が登録しました。
　このうち、静岡県から転入した県立大１年の倉橋さんは、

「野々市のことはまだ全然分かりませんが、市民になった
ことをきっかけにいろいろ知りたいです」と、野々市での
新生活に目を輝かせていました。

全国大会でも活躍光る
館野ミニバスケットボール　全国大会準優勝

　市スポーツ少年団館野ミニバスケットボールクラブは、
３月28日㈬～30日㈮に東京で開かれた全国ミニバスケッ
トボール大会で準優勝しました。
　４月６日㈮には、選手らが市役所を訪れ、粟市長に喜び
の報告。中薮主将は「目標だった予選突破が達成できてう
れしい」と話し、白山監督は「また来年も頑張りたい」と
決意を新たにしました。大会には、市章が入った新ユニホー
ムで出場した選手たち。粟市長は、「全国大会で市のマー
クをつけての活躍をうれしく思う」とねぎらいました。

友好の絆が人をつなぐ
ニュージーランドの学生がまち歩き

　市の姉妹都市ギズボーン市から、リトンハイスクールの
生徒20人と引率の４人が４月４日㈬から４日間、本市を
訪れました。訪問団は11のホストファミリーから温かい
歓迎を受け、日本の文化や生活を体験しました。
　５日㈭には、ボランティアガイドののいち里まち倶楽部
が旧北国街道のまち並みと文化財を案内しました。また、
県立大学作成の英語版マップを片手に、同大学学生６人、
野々市明倫高校の生徒４人、金沢大学学生２人、ホストファ
ミリー３世帯が英語で説明し、交流の輪を広げました。

↑４日㈬のウエルカムパーティで、すぐに打ち解けました
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〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～⑭

　野々市のことをどれくらい知っていますか？

〈第1問〉今年、全国で準優勝に輝いた館野ミニバスケッ
トボールクラブ。平成４年には野々市のある学校がバス
ケットボールの全国大会で優勝しています。その学校とは。
Ａ.金沢工業大学　　Ｂ.野々市明倫高校
Ｃ.布水中学校　　　Ｄ.野々市中学校

〈第2問〉JR野々市駅と松任中央病院を
結ぶシャトルバスのキャラクター「のん
キー」は何の動物？
Ａ.ロバ　　Ｂ.ウマ
Ｃ.シカ　　Ｄ.ウサギ

〈第3問〉御経塚保育園の遊戯室は、御経塚遺跡のあるも
のをイメージして作られました。あるものとは？
Ａ.土器　　Ｂ.土偶　　Ｃ.勾玉　　Ｄ.竪穴式住居

正解は

14ページで

石川県野々市市清金２丁目１

● 今月のおはなし会

とき：５月12、26日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

● 今月の展示図書

テーマ『県子ども読書月間にちなんで』
※特別展示につき、展示
図書はすべて貸出できま
す

図書館お役立ち情報：家庭菜園やガーデニングを再開する時期ですね。今年は図書を利用して、グレードアップしてみませんか。

● 大人向け

『たのしい！レクリエーショ
ンゲーム集』

西東社

運動会・遠足・バス旅行・親睦
会、さまざまな催しに使えるお
もしろいゲームのアイデアが
95種類も！大人も子どもも参
加でき、楽しくふれあう時間を
つくります。

● 子ども向け

『たんたんぼうや』
かんざわ としこ／文

福音館書店

“たんたん”は、元気な子どもの
軽快な足音。天気のいい日は、
お散歩に出かけよう。ゆかいな
動物が次々集まってくるリズミ
カルな絵本。

「２年目もよろしく！」
子育て支援センター和光

開設から２年目をむかえ昨年度は、延べ2,200人を超
える利用者の皆さんに当センターまで足を運んで

いただくことができました。広場やホールを自由に行き
来して遊んだり、母親同士で会話を楽しんだり、子ども
同士気の合う友達と遊ぶ姿も見られ、交流が深まってい
ると感じます。広場から独立した静かなランチルームも
あり、お弁当を持ってこられた人たちがゆったりとくつ
ろげる場所になっています。

1年目は、月一回『作って遊ぼう！』という日を設け、
親子で季節の製作や手作りオモチャの製作を楽しみ

ました。「なかなかこんな機会がないので、久しぶりに
するとはまりそう」「製作って楽しい」「もっとしたい」
などの声も聞かれ、毎回のように参加する人もいます。
製作中は母親同士で会話を楽しみながら、和気あいあい
とした雰囲気の中、親子で作品を作り上げていきます。
小さな手でシールを貼ったり、お絵描きをして模様をつ
けたりして出来上がると、「かわいいね～」と満足そう
に作品を持ち歩く子どもたち。早速、遊んでみる姿も見
られます。最後の記念撮影はみんなとても良い笑顔で
す。見本のとおりではなく、思い思いにアレンジされ、
世界にたった一つの作品になるので、毎回出来上がりが
楽しみです。

今年度は、子育てセミナーの開催を定期的に
行うなど、これまで以上に楽しく学び合い

ながらもくつろげる場として、未就園児親子の育
児に密着した支援センターでありたいと思いま
す。皆さんのお越しをお待ちしています！

水泳の選手になりたい

笠松　晃希くん
菅原小学校４年

作曲家になりたい

光谷　ま佑さん
富陽小学校３年

広
告
欄

　御経塚史跡公園のシンボル・縄文
時代の復元住居。その屋根のふきか
えが完了しました。
　復元住居は、昭和58年に公園がで
きた当初に建てられました。平成４
年にも屋根のふきかえが行われ、今回は二度目になりま
す。
　隣接するふるさと歴史館の職員市村さんは、「前はぼ
ろぼろで雨漏りもしていましたが、ふきかえたことでか
やぶきらしいふっくらとした屋根になりました。公園は
毎年、市内外から2,000人以上の児童が社会見学に訪れ
る人気スポット。今年は、さらに自信をもって紹介でき
ます」と笑顔で語りました。
　４月14日㈯には、御経塚史跡公園からスタートする加
賀百万石ウオークが開催され、市内外から集まった22人
が復元住居の中に入りました。白山市から来た参加者は

「野々市市にこんな立派な史跡があるとは知らなかった」
と驚いていました。

縄文住居、20年ぶりに屋根をふきかえ

情
報
公
開
条
例
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
条
例
の

施
行
状
況
の
公
表

　

平
成
23
年
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中
に
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る
情
報
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開
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求
の
状
況
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す
。

【
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報
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開
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】

▽
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係　
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部
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）

▽
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係　

２
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部
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）

▽
個
人
情
報
開
示
請
求
関
係　

１
件

（
文
書
不
存
在
）
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関
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）

▽
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鑑
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関
係　

２
件
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全
部
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示

１
件
、
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書
不
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１
件
）

▽
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関
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１
件
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分
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示
）

問
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せ　
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７
・
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０
２
７
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編
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信

金沢ケーブルテレビネット えふえむ・エヌ・ワン
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:15～11:55
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

こ
の
広
報
紙
を
発
行
す
る

広
報
広
聴
担
当
が
所
属
す
る
課

が
、
４
月
か
ら
広
報
情
報
課
か

ら
市
民
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働
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ま
し

た
。
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を
と
る
時
、「
市
民

協
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課
で
す
」
と
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と
、
相

手
の
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応
は
「
…
」。
当
面
は

「
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報
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聴
担
当
で
す
」
と
応
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る
こ
と
に
。
何
と
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く
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婚
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て
姓
が
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わ
る
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、
こ
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な
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。
姓
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「
市
民
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働
」
と

な
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た
「
広
報
の
の
い
ち
」。

市
民
目
線
の
情
報
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供
や
市
民

と
創
る
広
報
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と
舵
が
切
ら
れ

ま
し
た
。 

（
Ｍ
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Ｙ
）
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。
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。
そ
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と
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う
ち
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近
く
に
こ
ん
な
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色
の
良
い
と

こ
ろ
が
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知
る
人
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知
る
パ
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ー
ス
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ト
」
な
ど

な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
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お
待
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ま
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連
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は
、
の
っ
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ィ
に
乗
っ
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ぶ
ら

り
市
内
探
訪
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

（
Ｓ
・
Ｍ
）

野 々 市 検 定　（問題は12ページ）

【第1問】Ｃ.布水中学校　　全国中学校選抜体育大会バスケット
ボール男子競技で優勝しました。記念にパレードも行
われ、沿道からたくさんの歓声があがりました。

【第2問】Ａ.ロバ　　地域の人に愛されていたロバのパン屋のよう
になってほしいと、「ののいち」と「ドンキー（ロバ
の英訳）」を合わせて「のんキー」になりました。

【第3問】Ｄ.竪穴式住居　　平成７年の改築時に、松の柱と杉板の
組み合わせで造られました。天井部分がそっくりです。

【今月の表紙】
　４月から正面玄関にどんと置かれた
「市民協働課」の看板。組織改編に合
わせて、各課の看板も少し衣替えしま
した。窓口の場所を分かりやすくする
ため、立て看板の表示部分を大きくし、
カウンターには各課の業務内容を書い
たホルダーを設置。より分かりやすく、
より来やすい市役所へ。

う
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ご
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■３月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口 48,196人 （＋119）

　　男　 24,462人 （＋ 91）

　　女　 23,734人 （＋ 28）

　世帯数 20,785世帯 （＋118）

■３月中の人の動き

　転　入 697人

　転　出 597人

　出　生 56人

　死　亡 37人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H24.3.16～H24.4.13受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓 　机に並べられた色とりどりの正方形の紙。それを
囲んで弾むおしゃべり。誰にでも楽しく折ってもら
えるように、とおしゃべりすることを心掛けている
大橋さん。折紙教室は、今日もカラフルでにぎやか
です。
ミリ単位を指が覚えています
　日本折紙協会の講師資格を取って８年です。資格
試験のときは、１mm単位を分度器で測って作品を
仕上げました。今では、指の感覚でだいたい何mm
か分かる様になりました。折紙を始める前は、日本
画を描いていました。そのときの色彩感覚が役立っ
ていて、色選びが上手とよく言われます。最近の折
紙は、色も柄も豊富で見ているだけで楽しいです
よ。
年齢も言葉の壁も越えて楽しめます
　県の国際交流イベントや海外からも呼ばれて、折
紙を教えています。インドネシアで120人の学生
に教えたこともあるんですよ。
　折紙は、指と頭を使うので認知症予防にも良いで
すよ。教室では生徒を募集していますので、一緒に
楽しく折紙してみませんか。

１枚の紙が織りなす無限大の世界
　太平寺会館や老人福祉センター椿荘で、毎
週折紙教室を開いている大橋美知子さん。今
回は、子どもやお年寄り、外国人と幅広い教
え子を持つ大橋さんの魅力を紹介します。

大
おお

橋
はし

　美
み

知
ち

子
こ

さん
（日本折紙協会会員・太平寺）

Ichi おし市民
2

市内で活躍する人を紹介します。
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　今回は、満開のサクラに誘われて「高
橋」で降りてみました。高橋川で泳ぐカ
モの親子を見ながら歩くと、サクラの花
びらで埋め尽くされたせせらぎ公園が見
えてきました。
　平成５年に完成したせせらぎ公園に
は、16本のソメイヨシノが植えられて
います。他にもツバキやツツジなどさま
ざまな花があり、季節ごとに違った顔を
見せてくれます。樹木と水に囲まれた公
園には、工大生やウオーキングをする夫

婦など、いろんな人が訪れます。
　公園で出会った高桑さん（77）に案
内していただきました。
　「かつては、氾濫川として有名だった
高橋川も、川幅を広げた現在の形になっ
てからのどかな場所になりました。10
年ほど散歩コースとして通っています
が、毎年、桜が見事です。公園の周りに
は飲食店が多いので、孫と食べに来るこ
ともあります。孫と楽しく過ごすために
も、ウオーキングを続けたいです」

高橋（中央ルート㉖）

68歳まで、市内の印刷会
社で働いていました。退職
してから始めたウオーキン
グでは、せせらぎ公園が定
番コースに。静かできれい
なので、散歩や子どもと遊
ぶのに最適ですよ。

高桑　三郎さん
案内人

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

高橋川沿いにあるせせらぎ公園では、満開のサクラを見ることができまし
た。愛犬の散歩や子どもと遊びに来る人が、のどかなひと時を楽しんでい
ました。（バス停「高橋」から徒歩３分） のっティの車窓から

バス停から工大が見えます

せせらぎ公園

のっティで巡る

ののいち探訪①


